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百
姓

・
町
人
も
武
士
に
な
れ
た

江
戸
時
代
の
社
会
は
、
士
農
工
商
と
い
う
　
　
れ
た
事
例
で
あ
ろ
う
。

身
分
制
度
に
縛
ら
れ
た
、
差
別
を
基
礎
に
し
　
　
　
ま
た
、
正
式
に
身
分
が
変
わ
る
わ
け
で
は

た
秩
序
で
成
り
立
　
　
　
　
　
　
　
　
・●

っ
て
い
た
。
支
配
　
　
　
　
　
　
　
る
・ス
麟
篠

●
一

階
級
た
る
武
士
と
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
稼
″
　
　
・

ム

籐
資

プ

被
支
配
階
級
た
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

百
姓
や
町
人
と
の
　

よ

√
湾

が

子

秦

機

議
彦

・ヽ

間
に
は
、
厳
格
な
　
暮
”
鍵
４
■
苺
【

上
下
の
区
別
が
あ

　

サ
宇
晨
必
言
・■

み
で

，
´
漁
亀
″
で
ゼ

リ

、

身

分

間

の

移

　

璃

二

擁

″
上

、
そ

名

Ｉ

筵

声

動
は
巷
ホ
止
さ
れ
た
。　

意

み
な
声
摯域

嵐

し
か
し
、
右
に
　
オ
は
４

臓
藉
オ
だ
ｔ

め
タ

述
べ
た
よ
う
な
事
　
麟
警
角
〆
確
∵

柄
は
前
提
と
な
る

べ
き
大
原
則
で
あ
　
各
（́
７

「・
博
ギ
‐強
首
「

ｄ
が
″一
、
■
一

る
が
、
実
際
は
武

家
と
農
家

。
商
家

が
姻
戚
関
係
を
結

ん
だ
り
、
百
姓

・
町
人
が
士
分
に
取
り
立
て

ら
れ
た
り
と
い
っ
た
こ
と
も
行
わ
れ
た
。
農

民
出
身
の
二
宮
尊
徳
が
小
田
原
藩
十
に
な
っ

た
と
い
う
事
実
、
勝
海
舟
や
榎
本
武
揚
も
数

代
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
れ
ば
武
家
の
血
筋
で
は

な
か
っ
た
と
い
う
事
実
な
ど
は
、
よ
く
知
ら

な
い
が
、
領
主
に
財
政
的
援
助
を
行

っ
た
り

（献
金
な
ど
を
す
る
）、
特
別
な
功
労
が
あ

っ
た
、
御
用
達
を

つ
と
め
る
豪
商
や
名
主
を

つ
と
め
る
一豪
農
な
ど
は
、
苗
字
帯
刀
を
許
さ

れ
、
武
士
に
準
ず
る
資
格
を
与
え
ら
れ
る
場

合
が
あ

っ
た
。

こ
こ
に
掲
げ
た
写
真
は
、
駿
河
国
駿
東
郡

西
沢
田
村
の
庄
屋

（芹
沢
）
久
右
衛
門
が
、

文
久
元
年

（
一
八
六

一
）
、
日
中
城

の
御
殿

修
復
用
に
四
百
余
本
の
木
材
を
献
上
し
た
こ

と
に
対
し
、
田
中
藩

（本
多
氏

・
四
万
石
）

の
役
所
よ
り
、
紋
付

・
羽
織
の
下
賜
と
苗
字

の
使
用
許
可
を
申

し
渡
し
た
文
書
で

あ
る
。

苗
字
帯
刀
を
許

す
と
い
う

こ
と
は

被
支
配
者
層
内
部

に
も
差
別
化
を
施

す
こ
と
に
よ
り
、

民
衆
を
分
断
支
配

し
よ
う
と
い
う
為

政
者
の
意
図
に
基

づ
く
も
の
で
あ

っ

た
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、
以
下
に

紹
介
す
る
人
物
や

家
は
、
百
姓

・
町

人
で
あ
り
な
が
ら
武
士
に
な

っ
て
し
ま

っ
た

と
い
う
、
沼
津
関
係
の
さ
さ
や
か
な
事
例
で

あ
る
。　
い
ず
れ
も
豪
商

・
一豪
農
層
か
ら
の
転

身
で
あ
る
が
、
ガ
チ
ガ
チ
に
固
定
し
て
い
た

か
に
見
え
る
江
戸
時
代
の
身
分
制
度

の
中
に

も
、
以
外
な
抜
け
穴
が
あ

っ
た
と
い
う
身
近

西沢田村庄屋久右衛門の苗字使用許可状

西
沢
田
村

庄
屋久

右
衛
門

其
方
儀
永
年
精
勤
之
趣
達

御
聴
尚
此
度

御
屋
形
御
普
請
有
之
候

二
付
御
用
材
四
百

余
品
差
上
之
寄
特
之
旨
被

思
召
為
御
褒
美

御
紋
付
之
御
羽
織
被
下
之
苗
字

御
免
被
成
下
之

文
豪
時
」
Ｆ

廿

一
日
　
田
中
役
所
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な
例
証
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
身
分
的

に
上
昇
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
支
配
者

側
に
付
く
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
決
し

て
被
支
配
者
側
の
立
場
に
は
立
て
な
か

っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
も
っ
て

江
戸
時
代
を
バ
ラ
色
に
描
く
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
身
分
間
の
相
互
交
流
が
社

会
に
流
動
性
を
持
た
せ
、　
一
種
の
安
全

弁
に
な
り
、
あ
る
意
味
で
近
代
社
会
を

用
意
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
で

は
、
そ
の
安
全
弁
に
な
っ
た
人
々
を
以

下
に
紹
介
し
て
み
よ
う
。

沼
津
藩
±

ｏ
小
野
家

駿
東
郡
柳
沢
村
に
、
甲
州
武
田
氏
の

家
臣
曽
根
下
野
守
の
子
孫
と
称
す
る
小

野
家
と
い
う
旧
家
が
あ
っ
た
。
一豪
農
と

し
て
家
産
を
つ
く
り
、
村
の
名
主
を
つ

と
め
た
。
八
代
目
当
主
の
小
野
順
蔵
房

敷

（條
輔
、　
一
七
四
二
～

一
八

一
二
）

は
、
名
主
在
職
中
の
安
永
五
年

（
一
七

七
六
）
凶
作
に
際
し
、
領
主
旗
本
内
藤

氏
の
許
可
な
く
官
庫
を
開
き
米
穀
を
村

民
に
与
え
た
た
め
、
罰
せ
ら
れ
、
村
を

退
転
し
沼
津
に
移
住
し
た
。
そ
し
て
、

沼
津
藩
成
立
の
翌
年
、
安
永
七
年
足
軽

に
召
し
抱
え
ら
れ
、
以
後
代
官
や
内
浦

魚
猟
運
上
掛
な
ど
を
歴
任
し
た
。
彼
は

農
民
出
身
で
あ

っ
た
だ
け
に
、
地
方
巧

者

（民
政
に
長
し
た
官
吏
）
だ
っ
た
ら

し
い
。
そ
の
子
房
貞
、
孫
房
精
は
藩
の

剣
術
師
範
に
な

っ
て
い
る
。

原
宿
本
陣

・
渡
辺
家

東
海
道
原
宿
の
本
陣
を

つ
と
め
た
渡

辺
家
は
、
町
聯
蟹
藤
の
子
孫
と
称
す
る

旧
家
で
あ
る
。
寛
政
九
年
■

七
九
七
）

旗本杉浦家用人渡辺健之輔
(渡辺勝子氏寄贈)

に
幕
府
が
愛
鷹
牧
を
設
置
す
る
と
、
そ

の
牧
士
に
も
任
命
さ
れ
、
苗
字
帯
刀
を

許
さ
れ
た
。
そ
れ
以
外
に
同
家
の
歴
代

の
人
々
は
、
富
士
郡
に
領
地
を
持

つ
旗

本
の
用
人
に
抜
櫂
さ
れ
、
領
主
財
政
の

建
て
直
し
に
働

い
た
。
渡
辺
素
平
元
隆

（
一
七
五
五
～

一
八

一
六
）
は
、
旗
本

´

戸
用
家
に
仕
え
、
星
野
曽
平
治
と
改
名
、

富
士
郡
中
里
村
の
陣
屋
に
在
動
し
た
。

渡
辺
平
左
衛
門
元
豊

（
一
七
九
二
～

一

八
六
八
）
は
、
本
陣

。
問
屋

。
名
主

・

牧
士
を

つ
と
め
た
後
隠
居
し
、
旗
本
杉

浦
勘
解
由
の
用
役
と
な
り
富
士
郡
柳
島

村
の
陣
屋
に
勤
務
し
た
。
そ
の
子
健
之

輔
元
英

（
一
八
三
〇
～
九
五
）
も
杉
浦

家
に
仕
え
、
柳
島
村
に
別
家
し
た
。
妻

は
沼
津
藩
重
臣
水
野
助
左
衛
門
の
娘
だ

っ
た
。

幕
臣

ｏ
高
藤
二
郎

伊
豆
国
君
沢
郡
戸
田
村
の
名
主
を

つ

と
め
た
勝
呂
家
は
、
後
北
条
氏
配
下
の

伊
豆
十
三
将
の

一
人
勝
呂
淡
路
守
の
後

裔
と
い
う
旧
家
。
同
家
の
当
主
弥
三
兵

衛
敬
忠

（俳
号
野
馬
堂
午
節
）
の
七
男

に
生
ま
れ
た
高
藤
三
郎

（
一
人
三
八
～

一
九
〇
九
、
忠
典
）
は
、
幕
臣
と
な
り

立
身
し
た
。
最
初
嘉
永
二
年

（
一
人
四

九
）
駿
府
町
奉
行
三
好
大
膳
に
仕
え
、

（

安
政
二
年

（
一
八
五
五
）
に
江
戸
の
御

徒
士
高
家
に
養
子
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。

彼
は
、
御
徒
士
日
付
や
神
奈
川
奉
行
支

配
調
役
な
ど
を
つ
と
め
、
維
新
後
は
沼

津
に
移
住
し
、
静
岡
藩
の
軍
事
俗
務
方

頭
取
に
な
り
沼
津
兵
学
校
の
管
理
部
門

を
担
当
し
、
の
ち
上
京
し
て
大
蔵
省
に

出
仕
し
た
。

幕
府
御
林
守

・
鈴
木
家

伊
豆
国
田
方
郡
山
本
村
（現
韮
山
町
）

の
鈴
木
家
は
、
南
北
朝
期
に
紀
州
か
ら

来
住
し
た
と
い
わ
れ
、
後
北
条
氏
に
も

仕
え
た
土
豪
の
子
孫
ｃ
幕
末
期
の
当
主

重
之
は
、
村
の
名
主
や
郷
宿
を
つ
と
め

た
ほ
か
、
駿
東
郡
に
あ
っ
た
幕
府
山
林

の
御
林
守
に
も
任
命
さ
れ
、
陸
軍
方
御

用
手
伝
と
し
て
韮
山
反
射
炉
の
仕
事
に

も
従
事
し
た
し
維
新
後
は
、
静
岡
藩
士

に
列
せ
ら
れ
、
沼
津
城
下
に
移
住
し
た
。

孫
二
人
は
沼
津
兵
学
校
附
属
小
学
校
に

入
学
し
て
い
る
。

幕 臣 高藤三郎
(勝呂安氏所蔵)

幕府御林守鈴木重之
(鈴木敏弘氏所蔵)

沼津藩士小野房精 (左 )

(『 小野兼基自叙伝』より)
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沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材
◇

沼
津
兵
学
校
生
徒
の
年
齢

「徳
川
家
兵
学
校
掟
書
」
の
規
定
に

よ
る
と
、
入
学
が
許
可
さ
れ
る
生
徒
の

年
齢
制
限
は
、
十
四
歳
か
ら
十
八
歳
ま

で
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
設
立
当
初

は
、
三
十
歳
以
下
の
旧
幕
府
陸
軍
関
係

者
三
百
余
名
を
選
抜
し
て
、
予
備
科
に

編
入
し
、
明
治
二
年
秋
ま
で
に
四
回
の

入
学
試
験
を
実
施
、　
一
挙
に
百
十
余
名

の
合
格
者
を
資
業
生
と
し
て
採
用
す
る

明治 4年時点の沼津兵学校生徒年齢

第 1期資業上

佐々木慎四郎 23歳

西尾 政典 20歳

芳賀 可伝  17歳

第 2期 資業上

永峰 秀樹 23歳
荒川 重平 20歳
il:サ |  メ1イ予  23高支

成 rlく  知イf 24歳

真野  肇 31歳

溝日 善補 22歳

第 3期 資業上

望 月 二郎 20歳

占川 宣誉 22歳

矢吹 秀- 23歳
鈴木 知イ.: 27歳

千種 顕信 31歳

原 |‖ 信民 29歳

第 4期 資業上

島‖I 三郎 19歳

7]橋  絢彦 19歳
吹 III 鯛六 21歳

神津道太郎 25歳

佐久間信英 31歳

天野富太郎 15歳

松原 秀成 17歳

第 7期 資業生

向山 1真 古 18歳

辻 芳太郎 18歳

渡瀬 昌邦 19歳

宮川 保全 19歳

成瀬 隆蔵 16歳

松山 温徳 19歳

間官 信勝 17歳

杉浦岩次郎 16歳

武藤 孝長 23歳

第 8期 資業生

細井 勝文 14歳

第 9期 資業生

永峰 源吉 15歳

新家 孝正 14歳

その他員外11な ど

大森 俊次 13歳

長島 引、裕 22歳

永峰 謙光 14歳

斎藤修一郎 16歳
渡辺 素餐 26歳

山口 信邦 29歳

愛知 信元 27歳

飯野 忠- 35歳
原  増し

'1 26歳土屋 氏 貴 35歳

関  近義 27歳

合林 五郎 30歳

岡  敬孝 26歳

西村 正立 28歳

瀬名 義利 19歳

志村 貞£宅 22歳

塚原  靖 23歳

第 5期 資業生

中島  静 24歳

奈佐  栄 19歳
清野  勉 18歳

第 6期 資業生

村l] 惇 17歳

田日 卯古 16歳

中川 喜重 17歳

力‖藤 泰久 17歳

横地 重直 23歳

竹内 有好 17歳

末古 択郎 18歳

ギ・'ど
:す

・
並

森山信規著『新旧社会主義』
『米西戦争』

シ
リ
ー
ズ

し な 子 の で の の た と
た 事 が よ い 少 年 め い

範 例 附 う て 年 齢
｀

う
囲 も 属 に  

｀
 か は 規  

｀

で あ 小
｀

中 ら バ 定 暫
の つ 学 父 に

｀
ラ 通 定

生 た 校 が は 三 バ リ 的
徒

°
の 兵 真 十 ラ に な

の 左 生 学 野 代 に は 方
年 の 徒 校 肇 の な な 法
齢 表 と の ・ 妻 つ ら が
で は い 生 文 子 た ず と
あ

｀
う 徒 二 持

・ ｀
ら

る 判 よ ｀
父 ち 十 生 れ°

明 う 慮、子 ま 代 徒 た 鶉 高.▲価▲価▲

江
原

素

六
と
森

山
信

規

江
原
素
六
が
設
立

・
経
営
に
尽
力
し

た
私
立
駿
東
高
等
女
学
校

（現
県
立
沼

津
西
高
等
学
校
）
の
初
代
校
長
に
就
任

し
た
森
山
信
規
と
い
う
人
物
は
、
変

っ

た
経
歴
の
持
ち
主
だ
っ
た
。

新
潟
県
の
士
族
出
身
で
、
高
田
中
学

校
卒
、
東
京
築
地

一
致
英
和
学
校
中
退
、

ア
メ
リ
カ

。
ボ
ル
ク
リ
ー
大
学
中
退
、

星
亨
法
律
事
務
所
就
職
、
と
い
う
の
が

明
治
三
十
四
年

（
一
九
〇

一
）
四
月
に

駿
東
高
女
校
長
に
就
任
す
る
ま
で
の
彼

の
主
な
経
歴
で
あ
る
。
江
原
と
星
亨
と

の
政
界
で
の
親
交
が
、
森
山
を
沼
津
に

紹
介
さ
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

森
山
は
、
三
十
六
年
六
月

一
員
離
任

し
た
が
、
四
十

一
年
十
月
に
は
第
四
代

と
し
て
再
び
校
長
に
就
任
し
た
。
し
か

し
協
議
員

（学
校
経
営
に
参
画
し
た
駿

東
郡
の
町
村
長
）
ら
の
排
斥
に
あ

い
、

大
正
三
年

（
一
九

一
三
）
十
二
月
辞
職

に
追

い
込
ま
れ
た
。

こ
の

一
件
は
謎
に

包
ま
れ
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
私
学
と

し
て
自
由
な
教
育
を
目
指
し
た
江
原

・

森
山
ら
と
、
郡
立

へ
の
移
管
を
考
え
て

い
た
協
議
員
た
ち
と
の
間
に
対
立
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

森
山
に
は
、
『新
旧
社
会
主
義
』
（
明

治
二
十
七
年
刊
）
・
『米
西
戦
争
』
〓
一

十
六
年
刊
）
な
ど
の
訳
著
書
が
あ
る
が
、

前
書
は
社
会
主
義
思
想
を
日
本
に
紹
介

し
た
極
く
早

い
時
期
の
翻
訳
書
だ
っ
た
。

〈参
考
〉

『高
女

・
西
高
九
十
年
史
』

森 山 信 規
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Ｅ
Ｆ
蜘

ち

泄
陥
ビ

◎
企
画
展

「愛
鷹
牧
」
が
は
じ
ま
り

ま
す

期
間

¨
７
月
２０
日
ｍ
～
９
月
２９
日
０

会
場

¨
４
階
展
示
室

趣
旨

¨
愛
鷹
牧
と
は
、
寛
政
九
年

（
一

七
九
七
）
に
江
戸
幕
府
が
開
設

し
、
明
治
初
年
に
廃
止
さ
れ
る

ま
で
続

い
た
馬
の
牧
場
で
す
。

一房
総
地
方
の
牧
と
と
も
に
数
少

な

い
幕
府
直
轄
の
牧
で
し
た
。

古
代
以
来
愛
鷹
山
に
棲
息
し
て

い
た
野
生
の
馬
を
、
牧
の
範
囲

，
●
一一●
　
●

●
■
ン
　
一　
一

●
簾

・

一ボ
一

を
定
め
て
管
理
し
、
年
に

一
回

ず

つ
捕
獲
し
、　
一
部
を
幕
府
が

使
用
し
た
ほ
か
は
、
地
元
に
農

耕
用

・
運
搬
用
と
し
て
払
い
下

げ
ま
し
た
。
今
回
の
展
示
会
で

は
、
愛
鷹
牧
を
通
し
て
人
と
馬

の
関
係
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
＾

内
容

¨
愛
鷹
牧
関
係
の
古
文
書
、道
具
、

絵
図
、
牧
を
描

い
た
絵
画
、
牧

卜

一牧
場
を
管
理
し
た
地
元
責

任
者
一
の
衣
装
、
馬
具
、
捕
込

（馬
を
追

い
込
ん
で
捕
え
る
た

め
の
四
角

い
十
千
一
の
棋
型
な

ど
を
展
示
し
ま
す
「

◎
歴
史
講
座
と
史
跡
見
学
会
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す

企
画
展
に
関
連
し
て
、
歴
史
講
座
と

史
跡
見
学
会
を
行

い
ま
す
。
参
加
希
望

者
は
当
館
ま
で
お
電
話
で
申
し
込
み
下

さ
い
。
日
程
・内
容
は
左
の
通
り
で
す
。

◎
近
世
沼
津
の
彫
刻
師

・
舟
仙
の
作

品
の
複
製
を
受
贈
し
ま
し
た

文
政
年
間
に
沼
津
に
移
り
住
み
、
嘉

水
六
年

（
一
八
五
三
）
に
没
し
た
舟
仙

と
い
う
彫
刻
師
が
い
ま
し
た
。
彼
は
、

沼
津
藩
主
水
野
氏
か
ら
も
馬
の
彫
刻
を

依
頼
さ
れ
た
腕
の
持
ち
主
で
し
た
が
、

大
酒
飲
み
で
、
奇
行
の
人
で
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
作
品
で
現
存
す
る
も
の
は

極
く
僅
か
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
今
回
桃

沢
神
社
よ
り
当
館
に
寄
贈
さ
れ
た
の
は

同
社
に
伝
来
し
た
舟
仙
の
作
品
の
ア
ル

ミ
複
製
品
で
す
。
神
馬

（雌
雄

一
対
）、

菅
原
道
真
像
、
恵
比
須

。
大
黒
天
、
馬

上
の
神
官
像
な
ど
で
す
。

こ
の
内
、
神

馬
は
、
桃
沢
神
社

（愛
鷹
明
神
）
が
源

頼
朝
か
ら
九
十
九
頭
の
馬
を
奉
納
さ
れ

た
と
い
う
由
緒
に
基
づ
き
信
仰
の
対
象

と
さ
れ
て
き
た
、
愛
鷹
山
の
野
馬
を
彫

っ
た
も
の
で
、
企
画
展

「
愛
鷹
牧
」
で

も
展

小
し
ま
す
。

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
２６
号

獅
鰈
　
沼
津
市
明
治
史
料
館

〒
４‐０
沼
津
市
西
熊
堂
３７２
‐
・

●
〇
五
五
九
０
三
二
二
五
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・
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愛鷹牧での捕馬のようす

8月 4日 (日):大谷 11夫氏(国学院大学教授 )

「江戸幕府の畜産政策と愛鷹牧J

8月 ‖日(日):原 秀二郎氏(静岡大学教授 )

「占代の牧 と駿河国倒

8月 18日 (Bl:友 里1 博氏 (沼津市文化財保護審議会会長 )

「愛鷹牧の成立 と展開倒

8月 20日 伏):愛鷹牧の史跡見学会

(説明 文化財センター主任学芸員鈴木裕篤 )

豊Ш
※講座の時間はいずれも14:00～ 16:00定 員 100名

※史跡見rF会 は 9:00りl治 史料館集合 定員 30名
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